


















































































大神氏は大三輪とも書く。 旧姓は三輪、 天武天皇十二年 （六八四）


































































































































































塵に入らむと」の二句は、正に死ぬ「黄塵に入 」までと思われる長い間の失意をいう。ここで「病」は肉体的なものではなく、境遇的な困窮と憂愁を意味する。麻呂の詩と照応すれば朝廷から辞官した高市麻呂は に明け暮れる状況にあり、持統天皇六年から十年も経っている間に白髪頭となり このままあの世へ行くのではないかと思うのも不思議ではない。　
だから、二聯「期せずして恩詔を逐ひ、駕に從ふ上林の春」と

















応詔詩は在京任官中の作であろう。従って詩の頸聯「松巖には鳴泉落ち、竹浦には笑花新 り」は、宮中で催開された春宴の現場、御苑の景色を描き述べたものである。松の生える岩間より流れ落ちる滝が音を立てながら飛沫を揚げ、池の畔には竹叢に沿って咲き誇る花畑 一面に広がる。御苑の春景は素晴らしいの一言に尽きるが、十年も朝廷を離れて下野し せいか、詩人は自分をこの場にそぐわない人間と感じたらしい。　
だから、 詩の尾聯は、 「臣は是れ先進の輩、 濫りて陪す後車の賓」















礼楽に疎い「野人」と解し、詩人の謙遜表現と捉えることが多いように思われる。これで語句の意味を確かに正しく解した に違いはない。しかし、そ は事の一面に過ぎず、先進篇に孔子の言いた 真意はむ ろその後半にある。つまり、もし礼楽を政治に用いて世の浮薄な風俗を移し変え、純朴に回帰するなら、むしろ先進の古風な礼儀作法がよ というのが本 である。これが儒教の尚古主義と われるものであり、古の理想政治を尭・舜の時代に求め、尭・舜の道こそ治世 王道とされるのである。懐風藻中の応詔詩でも王政謳歌に尭・舜の故事がよく用いられた。だが、高市麻呂はこれを 朝 使わず自己表現に使ったのである。　
一方、 「後車」は君主の御車の後に続く副車であり 経典に用例








　「從者が楽器を鳴らして道を開き、文学の従臣を後車に乗せ」て遊び楽しむから当然宴を催し詩を賦するものである。 いわば 「後車」の用語出典はそれよりも遥かな古の経典に遡るが、季節の美景を遊覧するのに文学の臣を従えて詩文・酒宴・音楽・談論を楽しむのは魏の文帝、曹不に始まる新しい風流であった。高市麻呂が従駕する宮中 春宴も少なくとも形の上ではそれに類似す ことは明らかである。 「濫り」 すなわち場にそぐわないものだから作者は古風な自分がこ 風流な儀礼 全く相応 くないというのである。ここに作者 強烈な個性を見るこ はできる あろう。　してみれば、大神高市麻呂の従駕応詔詩は、懐風藻中の他の侍
宴応詔詩と明らかに違い、朝廷の王政謳歌の類型 逸脱し、自らを「先進の輩」と自任したところ、むしろ当時の朝廷政治に馴染まない独自の色さえ表したと読み取れる である。で 、詩人の強い個性はただ個人の問題なのか それとも んらかの背景があったのだろうか？三、諫争事件　「臥に病す」 から歌い出す大神高市麻呂の詩に言うところの 「病」は、肉体上の病気ではなく、境遇上の失意を意味する。それは歴史に大きく記された諫 によるものであった。事の経緯は
『日本書紀』持統紀六年に二回に分けて記している。時に彼は直大弐（従四位上）中納言であった。

















そのため、三日の行幸は出発されず、朝廷に重苦しい雰囲気に満ちたことは想像に難くないであろう。慎重な考慮を経た後、三日後の同六日に天皇が遂に高市麻呂の諌言をはねつけ、伊勢行幸を断行された。官位の象徴なる冠を脱いでの諫争が聞き入れられなかった高市麻呂が、そ 後中納言を辞任し朝廷から引退するしかなかったことはいうまでもない。そして彼 持統朝 通して再び任官することなく、再度朝廷に仕え出したのは文武天皇が即位された後であ 。　
この諫争事件が高市麻呂が失意にあった直接的理由であった。


















二十五年、天皇が先帝崇神の偉業を受け継ごうとして、天照の祭祀を豊耜入姫命から離 て娘 倭姫命に託され、倭姫命は大神の鎭坐される処を求めて、菟田、近江、美濃を廻 て伊勢に至る。そして神の教に従い、伊勢国に天照大神 祭る祠を立 たのであ








四道将軍派遣と倭武東征の間に大王家の祭祀神が征服地に入った合理性は否定できまい。よって、伊勢国は雄略天皇以前から大王家と深い関りをもったことは可能であろう。ともかく崇神・垂仁記の異伝も含めてその記載によれば、天照 神斎場を伊勢に移設する初動は垂仁朝にあり、それは崇神朝 祭祀儀礼創設の一環として、大国魂神との分祀に始まるものであ たと考えられる。ここで更に注目すべきことは垂仁紀同条の分注に その時、倭大国魂神が穗積臣の先祖大水口宿禰に憑りうつって語られた神託である。
是の時に、倭大神、穗積臣の遠祖大水口宿禰に著りたまひて、誨へて曰はく 「太初の時に、期りて曰はく、 『天照大神は 悉に天原を治さむ。皇御孫尊は、專 葦原中国の八十魂神を治さむ。我は親ら大地官を治さむ』とのたまふ。言已に訖りぬ。然るに先皇御間城天皇、神祇を祭祀りたまふと雖も、微細しくは未だ其の源根 探りたまはずして 粗に枝葉に留めたまへり。故、其の天皇命短し。是を以て、今汝御孫尊 先皇の不及を悔いて愼み祭ひまつりたま ば 汝尊の壽命延長く、復天下太平がむ」とのたまふ。
　
要するに大昔の本源的な約束事として「天照大神が高天原を治
め、皇孫家が葦原中国の諸神を治め、大国魂神は親ら大地官を治む」 という神託であった。 「大地官」 については参考資料が少なく、神話学・民俗学の知見から「半ば宗教的な官職」 、 「土地の主」と解され
*5、ここに大国魂神が原住民地の祭祀主権を主張したことは
確かであろう。神託はさらに崇神朝の神祇祭祀儀礼を「その根源を探らず、ただ枝葉を留めた」 過ぎず、故に天皇の命が短かったと断言し、垂仁天皇が先皇の及ばなかったところを悔い、神祭を慎重にされれば 汝の命 長く、天下も太平であろうという。崇神・垂仁両朝の神祇祭祀を照合すれば、天照大神斎場の伊勢遷移が大きな相違であったことは間違いない。伊勢神宮の皇祖神祀の格式が後に天武・持統朝に至って更に整備されたことは周知の通りである 、その前史は雄略朝を経 崇神・垂仁朝に遡る伝承は注目すべきである。　
二つは三輪山信仰をめぐる三輪氏と大王家との関りである。先
に渟名城入姫が大国魂神を祀るこ ができないことがあって皇は諸神を集って卜ったところ、倭迹迹日百襲姫が神憑りして、大物主神を敬い祭れば太平にな との神託を語ら た。



















































是の後に、倭迹迹日百襲姫命、大物主神の妻と爲る。然れども其の神常 晝は見えずして、夜のみ來す。倭迹迹姫命、夫に語りて曰はく、 「君常に晝は見えたまはねば、分明に其の尊顔を視ること得ず。願はくは暫留りたまへ。明旦に、仰ぎて美麗しき威儀を覲たてまつらむと欲ふ」といふ 大神對へて曰はく、 「言理灼然なり 吾明旦に汝が櫛笥に入りて居らむ。願はく 吾が形 な驚きましそ」とのたまふ。爰 倭迹迹姫命、心の裏に密に異ぶ。明くるを待ちて櫛笥を見れば、遂に美麗しき小蛇有り。其の長さ大さ衣紐の如し。則ち驚きて叫啼ぶ。時に大神恥ぢて 忽に人の形と化りたまふ 其の妻に謂りて曰はく 「汝、忍びずして吾に羞せつ。吾還りて、汝羞せむ」とのたまふ。仍りて大虚 踐みて、御諸山に登ります。爰に倭迹迹姫命仰ぎ見て、悔いて急居 則ち箸に陰を撞きて薨りましぬ。乃ち大市に葬りまつる。故、時人、其の墓を號け 、箸墓と謂ふ。
　
姫と結婚した大神は昼に見えず、夜だけ訪れるので、倭迹迹姫








神作る」 いう伝承を つことから巨大な墳墓の造成は、単に強化された政権力に頼るものではなく 信仰力によるところも大であろう。つまり、姫と大物主 と 結婚に齟齬はあったが、死後も神の嫁として認められたからこそ、箸墓 人力だ でなく神力にもよって造成されたのである。こ に大物主神祭祀 介 て大王家と三輪氏との密接な関係を見 ことが きる。　
大物主神の居る「倭国の域内」は奈良盆地の東南にある三輪山





である。いわゆる欠史八代以降、崇神天皇が「はつく しらすすめらみこと」 と称せられたのは 「敦く 祇を礼ふ祭祀儀礼を定め」 、「兵を挙げて服従しなかったものを征討された」ばかりでなく、人口を調査して男女の調役を科すことが重要であり、それが国の骨組となり、政権を運営する財政基盤となるのであった。
始めて人民を校へて、更調役を科す。此を男の弭調、女の手末調と謂ふ。是 以て、天神地祇共に和享みて、風雨時に順ひ、 百穀用 成りぬ。家給ぎ人足りて、 天下大きに平なり。故、称して御肇国天皇と謂す
　
その結果、天神地祇ともに和やかになり、風雨も季節に従って




三十五年の秋九月に、 五十瓊敷命を河内国に遣して、 高石池 ・茅渟池を作らしむ。冬十月に、倭の狹城池及び迹見池を作る。是歳、諸国に令して、多に池溝を開らしむ。數八百。農 以て事とす。是に因りて、百姓富み寛ひて、天下太平なり
　
崇神天皇の磯城瑞籬宮は、今の奈良県桜井市金屋付近にあり、




あったことは、先述し 三輪山信仰に関わるほか、天皇の漢風諡号「崇神」 らも明白に見て取れる。そして、 王朝 朝廷祭祀の主神が大物主神であってみれば、そ 祭祀権を分掌する三輪氏の位置も自ずと知られる。　
いってみれば、始めて朝廷の形を整えた三輪王朝において、三
















え入れ精舍を新筑して供養した に対して、物部守屋大連、中臣磐余連に加え 大三輪逆君も もに佛法を滅ぼ 棄てようと謀ったが、天皇が崩御の時に三輪 逆が隼人を殯の庭 配置して 穴穗部皇子の皇位簒奪の企みを阻んだ。ま 穴穗部 子が炊屋姫皇后（後の推古天 ）を犯そうと無理に殯の宮 押し入ろうとする時、三輪君逆 兵衞を喚んで宮門を重く守り、その進入 決然して拒絶した。 は敏達天皇の寵臣だったのである。
夏五月に穴穗部皇子、炊屋姫皇后を犯さむとして、自ら強ひて殯宮に入る。寵臣参輪君逆、乃ち兵衞を喚して、宮門を重めて拒きて入れず 穴穗部皇子問ひて曰はく、 「何人か此に在る」といふ。兵衞答へて曰はく 「参輪君逆在り」 いふ。七たび「門開け」と呼ふ。遂に聽し入れず。
　
そのため、穴穗部皇子が三輪君逆の専横と無礼を蘇我・物部の
両大臣に訴え、逆を殺そうと願った。両名の同意を得た穴穗部皇子は物部守屋とともに兵を率いて磐余池の邊を包囲した。これを知った逆は三輪山に隱れ、同日の夜半密かに山を抜け出 て炊屋姫皇后の別業こと海石榴市宮に隠れた。情報を手に入れた穴穗部皇子が重ねて大連物部守屋を遣して三輪君逆とその二子 討 せた。
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